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現在のしずく形

現在のすりばち形

地球（太陽系）の誕生

現在の地球

地球に
近づく光

天体と、天体がしずく上で放った光

この時点よりも
未来の天体の姿は
地球の位置では
未来永劫観測できない

地球の位置から
光速で遠ざかる
空間にある光

虚時間の世界 時間が空間と同じようにふるまう状態。
わたしたちの世界にあるような時間はない。
空間＋虚時間（空間的な時間）の4次元が
閉じている状態を球の表面で表している。

3次元空間は閉じた空間として
円環で表現されている。
縦方向は時間となっている。
空間の表現が面ではなく
円環になっていることに注意。ただし
これは空間の質の変化ではなく、
図的な表現の違いにすぎない。

インフレーション
(急激な宇宙膨張)

すりばち形＝観測で
かかわることのできる宇宙は
宇宙全体のごく一部宇宙全体

約10-34秒

時間の誕生

しずく形の先端

すりばち形の先端

時間や空間、物質は存在しないが
量子力学的法則(ゆらぎ）から
宇宙が誕生した。

様々な宇宙の
誕生と消滅

半径10-33cm
程度の大きさ

約38万年    宇宙の晴れ上がり

ビッグバン

地球から光速で
遠ざかる空間
(ハッブル距離）

宇宙の事象の地平面

100億年後のしずく形

太陽系の消滅

光の粒子的地平面

100億年後の
すりばち形

加速膨張

減速膨張

？

宇宙背景放射
半径約4000万光年

この時点で天体から
放たれた光は
現在から100億年後に
地球の位置に到着する

１００憶光年２００憶光年３００憶光年４００憶光年

４７０憶光年

時間

３次元空間を面で表現

３次元空間を円環で表現

先端部を拡大

３次元空間を
表す面を……

一次元減らして
線にして……

閉じた空間
（端のない空間）
にするために
端をつなげる

面から円環へのプロセス

137億年
(現在）
137億年
(現在）
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特 別 公 開 講 義特 別 公 開 講 義
小 阪 淳小 阪 淳
「時 空 に つ い て」「時 空 に つ い て」

20102010 年年 1111 月月 10 日(10 日( 水 )水 )
1 5 : 0 0 - 1 8 : 0 01 5 : 0 0 - 1 8 : 0 0

小阪　淳小阪　淳　（美術家・デザイナー）　（美術家・デザイナー）

コーディネーター

（設計演習A担当教員）　

会場：早稲田大学西早稲田キャンパス
　　　63号館 202 教室
開場：14:30 開場　15:00 開始
定員：当日先着 300 人　入場無料
主催：早稲田大学建築学科
　　　後藤春彦研究室・中谷礼仁研究室
連絡先：03-5286-2496
　　　　（中谷研究室　細井・本間）
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